
小
ちい

さな 赤
あか

い バス

　「ママ、この バスを 見
み

て！」　５才
さい

の トーマスが、
おもちゃの カタログに のっている 絵

え
を 指

ゆび
さして 

言
い

いました。
　「引

ひ
っこす 前

まえ
に 持

も
ってた 小

ちい
さな 赤

あか
い バスと 

そっくりだよ。」　そうです。トーマス一
いっ

家
か

は、最
さい

近
きん

 
この 新

あたら
しい 場

ば
所
しょ

に 引
ひ

っこしてきたばかりなのです。
トーマスは、いくつかの おもちゃを 置

お
いてこなければ 

なりませんでした。
　「まあ、本

ほん
当
とう

に にてるわね！」と、お母
かあ

さんも 言
い

い
ました。
　「ぼく、また あんな おもちゃが ほしいなあ。」と 
トーマス。
　お母

かあ
さんは 夕

ゆう
食

しょく
の 支

し
度
たく

を している 手
て

を ちょっと 
休
やす

めて、言
い

いました。「ピリピ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 4:6 に 何
なん

て 
書

か
いてあったか、覚

おぼ
えてる？」

　「あなたがたの 求
もと

める ところを 神
かみ

に 申
もう

し上
あ

げるが 
よい。」　トーマスは、最

さい
近
きん

 お姉
ねえ

ちゃんの ケイトと 
いっしょに、この 聖

せい
書
しょ

の 節
せつ

を 暗
あん

記
き

したばかりでした。



　「その 通
とお

りね。祈
いの

って、バスを くださいって、
イエス様

さま
に お願

ねが
いしたら いいわね。」　お母

かあ
さんが 

言
い

いました。
　「じゃあ、今

いま
すぐ 祈

いの
っても いい？」　トーマスは 

熱
ねっ

心
しん

そうに 聞
き

きました。お母
かあ

さんが うなずくと、
トーマスは 目

め
を 閉

と
じました。「イエス様

さま
。ぼくは 前

まえ
に、

これと そっくりの バスを 持
ま

っていました。とっても 
気

き
に 入

い
ってたけど、引

ひ
っこす 時

とき
に 置

お
いてこなくちゃ 

いけなかったんです。だけど、ぼくは また、この 
バスが ほしいんです。」
　トーマスは、目

め
を 開

あ
けると 言

い
いました。「ママ、

イエス様
さま

に ぼくの お祈
いの

り、聞
き

こえたかなあ？」
　「もちろんよ！　イエス様

さま
は、すべての お祈

いの
りを 

聞
き

いてくださるもの。」
　「ママ、ぼく、イエス様

さま
が ぼくの お祈

いの
りを 聞

き
いて、

答
こた

えてくださるって 信
しん

じるよ。」
　「そうね。イエス様

さま
は トーマスを とっても 愛

あい
して

いるもの。あなたが ほしい もの 全
ぜん

部
ぶ

が すぐには 
持

も
てなくても、イエス様

さま
は 何

なに
が あなたにとって 

一
いち

番
ばん

 いいかを 知
し

っておられるわ。あなたに 幸
しあわ

せに
なって  ほしいの。詩

し
篇
へん

には、こんな 節
せつ

も あるわ。 



『主
しゅ

に よって 喜
よろこ

びを なせ。主
しゅ

は あなたの 心
こころ

の  
願
ねが

いを かなえられる。』　つまりね、イエス様
さま

を 愛
あい

し、
み言

こと
葉

ば
に 書

か
かれている ことに 従

したが
おうと するなら、

イエス様
さま

は あなたを 祝
しゅく

福
ふく

できるっていう ことよ。」1

　その夜
よる

、トーマスの お父
とう

さんが 仕
し

事
ごと

から 帰
かえ

って
きた 時

とき
、トーマスは うれしい おどろきで いっぱいに 

なりました。
　「おみやげだよ。」　そう 言

い
うと、お父

とう
さんは 

茶
ちゃ

色
いろ

の 紙
かみ

に くるまれた 包
つつ

みを 取
と

り出
だ

しました。
「いつも 小

ちい
さな ことに 忠

ちゅう
実
じつ

でいる ことの 
ごほうびだ。」
　「ごほうび？　ありがとう、パパ。何

なん
だろう？」

　トーマスは、わくわくしながら 包
つつ

みを 開
あ

けました。
「うわあ、すごい！　見

み
て、見

み
て、ママ！　赤

あか
い 

バスだよ！　お祈
いの

りした、あの バスだよ！」
　「だけど、どうして 知

し
ってたの、あなた？」　

お母
かあ

さんが お父
とう

さんに 聞
き

きました。
　「どうして 知

し
ってたって、何

なん
の ことだい？」と 

お父
とう

さん。

1 口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん
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　「今
きょう

日の 午
ご

後
ご

、わたしたちが この バスのために 
祈
いの

った ことよ。」
　お父

とう
さんは、満

まん
面
めん

 笑
え

顔
がお

に なりました。「そうだったの
かい？　いやね、今

きょう
日、仕

し
事
ごと

から 帰
かえ

る とちゅう、
おもちゃ屋

や
さんの そばを 通

とお
ったら、これが ショー

ウィンドウの 中
なか

に あるのが 見
み

えてね。引
ひ

っこした 時
とき

に 
おまえが 置

お
いていかなければ ならなかった 赤

あか
い バスの 

ことを、イエス様
さま

が 思
おも

い出
だ

させてくださったんだよ。
つまり、おまえに 新

あたら
しいのを あげるって いうのは、

イエス様
さま

の 考
かんが

えだった わけだな。」
　トーマスは、うれしくて しょうが ありません。

「イエス様
さま

が、ぼくの お祈
いの

りを 聞
き

いてくださったんだ！」
　「そういう ことだな。イエス様

さま
は、おまえを とても 

愛
あい

しておられるんだよ。」　お父
とう

さんも 言
い

いました。

聖
せい
句
く
：そこで、あなたがたに 言

い
うが、なんでも 祈

いの
り

求
もと

める ことは、すでに かなえられたと 信
しん

じなさい。
そうすれば、その とおりに なるであろう。（口

こう
語

ご
訳
やく

聖
せい

書
しょ

、
マルコによる 福

ふく
音
いん

書
しょ

 11:24）


